
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
妻
・
子
・
俺

格
差
社
会
は

我
が
家
に
も
）
（
人
言
え
ぬ

苦
労
し
て
る
と

人
に
言
い) 

（
妻
よ
知
れ

耳
に
心
で

恥
じ
ら
い
と
）
（
言
い
訳
は

血
液
型
の

せ
い
に
す
る
）

さ
つ
。

主
催
者
を
代
表
し
て
矢

島
会
長(

連
合
中
越
議

長
）
か
ら
は｢

参
議
員
選

挙
の
最
中
で
す
が
、
ロ
シ

ア
の
軍
事
侵
攻
な
ど
で
私

た
ち
の
生
活
が
覆
さ
れ
て

い
る
。
自
立
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
政
治
が

機
能
し
て
い
な
い
。
私
た

ち
長
岡
地
区
労
福
協
が
手

を
差
し
の
べ
て
い
く
『
共

助
』
が

必

要

だ
。
セ

ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
生
活
者

の
目
線
で
活
動
を
し
て
い

く｣

と
あ
い
さ
つ
。

次
に
、
新
潟
県
労
働
者

福
祉
協
議
会(

県
労
福
協)

佐
藤
事
務
局
長
が｢

長
岡

地
区
労
福
協
は
新
潟
県
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

Ｌ
Ｓ
Ｃ)

事
業
や
ワ
ー
ク

＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

な
ど
県
内
の
先
進
的
地
区

労
福
協
と
し
て
活
動
し
て

い
る｣

と
感
謝
を
述
べ
、

次
の
県
労
福
協
事
業
を
紹

介
し
た
。
①
昨
年

10

月

か
ら
長
岡
地
区
に
集
約
し

た
新
潟
県
Ｌ
Ｓ
Ｃ
事
業
。

②
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
は

県

内

24

団

体

あ

る

こ
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会
。
中
澤
副
会
長(
労
金

長
岡
エ
リ
ア
統
括
店
支
店

長)

が｢

地
域
社
会
が
持
続

可
能
で
あ
る
こ
と
が
大
切

で
、
勤
労
者
・
市
民
の
福

祉
要
求
を
取
り
上
げ
、
生

活
安
定
と
経
済
的
・
社
会

的
地
位
の
向
上
に
向
け
長

岡
地
区
労
福
協
活
動
を
進

め
て
い
く｣

と
開
会
あ
い

６
月

28
日(

火)

長
岡

地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

(

長
岡
地
区
労
福
協)

は
、

２
０
２
２
年
度
総
会
を
開

催
し
、

21

年
度
活
動
・

会
計
報
告
並
び
に

22
年

度
活
動
計
画
・
予
算
を
承

認
し
た
。

総
会
で
は
横
澤
幹
事

(

連
合
中
越
副
議
長)

が
司
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き
た
。
従
事
者
も
年
々
年

を
取
り
、
回
収
で
き
る
も

の
が
減
少
す
る
な
ど
リ
サ

イ
ク
ル
事
情
も
変
化
す
る

中
で
、
今
年
の
総
会
で
23

年
総
会
後
の
解
散
を
決
め

た
。
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
回

収
は
６
月
ま
で
。
割
り
ば

し
回
収
は
10
月
で
終
了
す

る｣

等
と
終
着
点
を
報
告
。

(

裏
面
へ
続
く)

会
全
体
が
窮
屈
に
な
り
、

そ
の
し
わ
寄
せ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
循
環

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
小
林
正
巳

副
理
事
長
は｢

平
成
11
年

(

１
９
９
９
年)

４
月
に
発

足
以
来

23
年
が
経
過
。

こ
の
間
、
割
り
ば
し
の
回

収
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
を

回
収
し
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

世
話
す
る
の
で
、
経
費
の

関
係
か
ら
Ｄ
Ｖ
対
象
者
の

み
を
シ
ェ
ル
タ
ー
利
用
と

し
た
が
、
今
年
は
多
少
予

算
に
余
裕
が
あ
り
親
か
ら

の
暴
力
、
自
分
の
居
場
所

が
な
い
方
も
シ
ェ
ル
タ
ー

利
用
を
拡
げ
た
。
利
用
率

が
高
ま
っ
た
理
由
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
等
か
ら
社

ら
の
悩
み
や
後
見
人
問
題

な
ど
多
岐
に
わ
た
る｣

と

課
題
状
況
を
報
告
し
た
。

21
年
度
長
岡
地
区
労

福
協
会
計
監
査
報
告
を
岡

監
査(

こ
く
み
ん
共
済
ｃ

ｏ
ｏ
ｐ
中
越
支
所
係
長)

が
、
同
な
が
お
か
Ｌ
Ｓ
Ｃ

会
計
監
査
報
告
を
渋
谷
監

査(

労
働
金
庫
長
岡
エ
リ

ア
統
括
店
次
長)

が
報
告

し
、
拍
手
で
承
認
し
た
。

次
に

22
年
度
事
業
計

画
と
予
算
を
今
井
事
務
局

長
が
以
下
の
よ
う
に
提
案

し
た
。｢

な
が
お
か
ワ
ー

ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー｣

は
、
２
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
開
催
す
る
こ
と
。
新

潟
県
Ｌ
Ｓ
Ｃ
事
業
に
つ
い

て
相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
。

予
算
は
、
従
来
の｢

な
が

お
か
Ｌ
Ｓ
Ｃ｣

会
計
を
廃

止
し
、
長
岡
地
区
労
福
協

会
計
に
繰
り
入
れ
、
新
潟

県
Ｌ
Ｓ
Ｃ
に
か
か
る
経
費

は
、
今
後
、
新
潟
県
労
福

協
と
詳
細
を
詰
め
る
こ
と

を
提
案
し
承
認
さ
れ
た
。

22
年
の
役
員
体
制
が

提
案
さ
れ
、
新
た
に
中
越

地
域
退
職
者
連
合
の
高
峰

事
務
局
長
が
幹
事
と
し
て

加
わ
り
、
他
の
役
員
は
留

任
し
た
。

次
に
長
岡
地
区
労
福
協

構
成
団
体
が
近
況
報
告
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
の
ス

ペ
ー
ス
・
な
が
お
か
荻
野

代
表
か
ら
は｢

昨
年
の
相

談
件
数
は
微
増
だ
っ
た
が

シ
ェ
ル
タ
ー
利
用
が
２
～

３
年
前
に
比
べ
、
７
～
８

倍
と
な
っ
た
。
シ
ェ
ル

タ
ー
利
用
は
自
立
ま
で
お

と
。
③
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ

フ
ォ
ー
ラ
ム
は

10
月
23

日
柏
崎
市
で
開
催
す
る
。

④
労
金

70
周
年
特
別
配

当
金
を
活
用
し
て
高
校
生

対
象
の
給
付
型
奨
学
金
を

開
始
す
る
。
⑤

10
月
施

行
す
る
労
働
者
協
同
組
合

法
の
具
体
化
を
進
め
る
。

⑥
今
年
１
月
か
ら
３
月
ま

で
行
っ
た
難
病
に
関
す
る

署
名
は
大
き
な
協
力
を
得

た
等
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
、

21
年
度
事

業
と
会
計
決
算
を
今
井
事

務
局
長
が
報
告
。
新
潟
県

Ｌ
Ｓ
Ｃ
事
業
を
金
内
主
任

相
談
員
か
ら｢

従
来
の
取

り
組
み
状
況
を
反
映
し
三

条
な
ど
県
央
地
区
か
ら
の

相
談
も
多
い
。
他
の
地
区

か
ら
の
相
談
を
広
げ
る
た

め
に
も
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
新
潟
県
労
福
協
も

努
力
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
新
潟
県
労
福
協
か
ら

紹
介
い
た
だ
い
た
一
新
法

律
事
務
所
は
活
用
度
が
高

く
感
謝
し
て
い
る
。
相
談

内
容
は
、
交
通
事
故
関

連
、
引
き
こ
も
り
問
題
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
か
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長
岡
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
総
会

手
を
さ
し
の
べ
共
助
づ
く
り
を
進
め
る

｢

官
か
ら
民
へ｣

の
動
き
は
大

切
で
、
も
っ
と
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ

し
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
、

水
や
教
育
、
福
祉
と
い
っ
た
私

た
ち
の
大
切
な
公
共
財
、
社
会

的
共
通
資
本
を
金
儲
け
の
た
め

の
営
利
企
業
に
売
り
渡
す
民
営

化
で
は
あ
り
ま
せ
ん
▼
今
、
ス

ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で

は
、｢

ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム｣

と

い
わ
れ
る
理
念
に
基
づ
く
再
公

営
化
運
動
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
民
営
化
さ
れ

た
病
院
、
水
道
事
業
な
ど
を
再

公
営
化
す
る
場
合
、
単
純
に
元

の
官
営
に
す
る
の
で
は
な
く
、

多
く
の
市
民
が
出
資
す
る
協
同

組
合
な
ど
の
コ
モ
ン
ズ(

中
間
共

同
体)

と
連
携
し
て
公
営
化
し
、

よ
り
多
く
の
市
民
が
参
加
す
る

形
で
運
営
し
て
い
く
と
い
う
も

の
で
す
▼
実
は
日
本
も
過
去
に

政
府
が
先
頭
に
た
っ
て
推
進
し

よ
う
と
し
た
時
も
あ
っ
た
の
で

す
。
民
主
党
政
権
時
の
平
成
22

年｢

人
々
の
支
え
合
い
と
活
気
の

あ
る
社
会
。
そ
れ
を
つ
く
る
こ

と
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
当
事

者
の
自
発
的
な
協
働
の
場
が

『
新
し
い
公
共
』
で
あ
る
。｣

と

宣
言
さ
れ
た｢

新
し
い
公
共｣

の

取
組
で
す
。
し
か
し
公
共
財
を

売
り
払
っ
て
、
言
い
換
え
れ
ば

日
本
を
売
り
払
っ
て
金
儲
け
を

し
た
い
自
民
党
や
維
新
の
会
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
悪

夢
。
政
権
奪
還
後
の
自
民
党
が

行
っ
た
の
が｢

新
し
い
公
共｣

つ

ぶ
し
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
結

果
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

必
死
に
働
い
て
い
る
保
育
士
が

低
賃
金
で
あ
え
い
で
い
る
一

方
、
保
育
園
を
運
営
す
る
株
式

会
社
の
経
営
者
が
億
単
位
の
配

当
を
得
て
い
る
よ
う
な｢

今
だ
け

金
だ
け
自
分
だ
け｣

の
社
会
な
の

で
す
▼｢

ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム｣

と
は
新
自
由
主
義
的
な
政
策
を

進
め
る
中
央
政
府
に
よ
っ
て
人

権
、
公
共
財
、
民
主
主
義
へ
の

圧
力
が
強
ま
る
中
、
地
域
で
住

民
が
直
接
参
加
し
て
合
理
的
な

未
来
を
設
計
す
る
こ
と
で
市
民

の
自
由
や
社
会
的
権
利
を
公
的

空
間
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
運

動
で
も
あ
り
ま
す
▼
大
切
な
社

会
的
資
源
を
切
り
売
り
す
る
今

の
政
治
が
持
続
可
能
な
わ
け
が

あ
り
ま
せ
ん
。
次
代
に
対
応
で

き
る｢

新
し
い
公
共｣

を
生
活
の

場
か
ら
作
り
上
げ
て
い
る
自
治

体
が
生
き
残
っ
て
い
け
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

｢

新
し
い
公
共｣

宣
言
は
こ
ち
ら

副議長

横澤勝之≪№55≫
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
「
あ
た
ま
か
ら 

否
定
す
る
な
」
と

否
定
さ
れ
）
（
妹
は

嫌
い
な
も
の
だ
け

ダ
イ
エ
ッ
ト
）
（
ア
プ
リ
だ
け

俺
の
健
康

気
に
か
け
る
）
（
我
が
家
で
も

い
つ
も
隅
に

す
わ
る
癖
）
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（表面から）

長い間、地域のリサイクル循環にご協力いただき、長岡
地区労福協は、地域循環ネットワークの実績・活動に大変
感謝｣です。

フードバンクながおか羽賀実事務局長は｢６月24日に総会
を開き、新たな年度の活動計画を確認しスタートした。現
在１８０～２００世帯に物資支援をしている。コロナ禍で
フードドライブができず、物資を購入している状況だ。支
援スタッフが少ないので、多くの皆さんのスタッフ参加を
お願いしたい｣と述べた。

中澤副会長からは｢労働金庫70周年特別配当金を活用し給
付型奨学金制度への支援を行う。安心スマイルプロジェク
トの一環で高校生に金融教育活動を行っている。地域の中
で安心して生活できる社会を目指し努力する｣と述べた。

板倉こくみん共済ｃｏｏｐ新潟推進本部中越支所長は｢22
年から３年のスパンで中期経営戦略の中でデジタル化を
使ったサービス向上を図っている。職域、団体を問わず窓
口利用の強化を進め、日曜日開店も模索する。生協として
のスタンスを守りながら、これからも店舗利用を進めてい
く｣と述べた。

成田中越地域退職者連合会長と高峰同事務局長から｢５月
20日に総会を開催し活動計画を確認した。長岡地区労福協
活動に協力し、フードバンク仕分け作業に役員を中心に協
力していく。また、長岡市・見附市に対し高齢者の福祉推
進を高める要請活動を行う。連合中越とともに勤労者の生
活安定を目指し活動する｣と述べた。

最後に、板倉副会長が｢いくつかの社会不安問題が報告さ
れた。弱者を出さないことが私たちの根底になっている。
長岡地区労福協活動を手を取り合いながら、更に進めてい
こう｣と閉会の挨拶で総会を終了した。


